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(57)【要約】
　自動車用バッテリーパックに含まれるバッテリーモジ
ュール集合体用の内部ケースを開示する。本発明による
バッテリーモジュール集合体用の内部ケースは、バッテ
リーパックに含まれる複数の円筒型二次電池セル(以下
、「セル」とする)を有する４つのバッテリーモジュー
ルが電気的に直列接続されたバッテリーモジュール集合
体用の内部ケースであって、前記バッテリーモジュール
集合体の側面のうち、対向する両側面に接する側面フレ
ームと、前記バッテリーモジュール集合体の上部面に接
する上部フレームと、前記バッテリーモジュール集合体
の電極に電気的に接続され、前記上部フレームの上端に
位置した電極ポストと、を含む。本発明によれば、複数
の二次電池セルを収容する安定的かつ経済的なバッテリ
ーモジュール集合体用の内部ケースを提供することがで
きる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリーパックに含まれる複数の円筒型二次電池セル（以下、「セル」とする）を有
する４つのバッテリーモジュールが電気的に直列接続されたバッテリーモジュール集合体
用の内部ケースであって、
　前記バッテリーモジュール集合体の側面のうち、対向する両側面に接する側面フレーム
と、
　前記バッテリーモジュール集合体の上部面に接する上部フレームと、
　前記バッテリーモジュール集合体の電極に電気的に接続され、前記上部フレームの上端
に位置した電極ポストと、を含むことを特徴とするバッテリーモジュール集合体用の内部
ケース。
【請求項２】
　前記内部ケースには、前記バッテリーモジュール集合体に含まれたバッテリーモジュー
ルに形成された螺線に、前記側面フレームに形成された穴及びねじを用いて結合されるこ
とを特徴とする請求項１に記載のバッテリーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項３】
　前記側面フレームには、前記セルの放熱のための穴が形成されていることを特徴とする
請求項１に記載のバッテリーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項４】
　前記電極ポストには、前記バッテリーモジュール集合体の上端に連結されたバスバーに
よって電気的に接続されることを特徴とする請求項１に記載のバッテリーモジュール集合
体用の内部ケース。
【請求項５】
　前記上部フレームは、取っ手が形成されていることを特徴とする請求項１に記載のバッ
テリーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項６】
　前記上部フレームは、バッテリー管理装置が装着される空間が形成されていることを特
徴とする請求項１に記載のバッテリーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項７】
　前記上部フレーム及び前記側面フレームは、高分子物質からなることを特徴とする請求
項１に記載のバッテリーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項８】
　前記高分子物質は、ポリカーボネートであることを特徴とする請求項７に記載のバッテ
リーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項９】
　前記高分子物質は、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン樹脂であることを特徴と
する請求項７に記載のバッテリーモジュール集合体用の内部ケース。
【請求項１０】
　前記高分子物質は、ハロゲン族元素が含まれていないポリカーボネートとアクリロニト
リル－ブタジエン－スチレン樹脂との混合物であることを特徴とする請求項７に記載のバ
ッテリーモジュール集合体用の内部ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バッテリーモジュールに関し、より詳しくは、自動車用バッテリーパックに
含まれるバッテリーモジュール集合体用の内部ケースに関する。
【０００２】
　本出願は、２０１３年４月２９日出願の韓国特許出願第１０－２０１３－００４７４７
５号及び２０１３年５月３１日出願の韓国特許出願第１０－２０１３－００６３０９１号
に基づく優先権を主張し、該当出願の明細書及び図面に開示された内容は、すべて本出願
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に援用される。
【背景技術】
【０００３】
　二次電池は、製品群に応じた適用性が高く、且つ、高いエネルギー密度などの電気的特
性を有するため、携帯用機器だけでなく、電気的駆動源によって駆動する電気自動車（Ｅ
Ｖ、Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｖｅｈｉｃｌｅ）またはハイブリッド自動車（ＨＥＶ、Ｈｙｂｒ
ｉｄ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｖｅｈｉｃｌｅ）などに適用されつつある。このような二次電
池は、化石燃料の使用を画期的に減少できるという一次的な長所だけでなく、エネルギー
使用に伴う副産物が全く生じないという点で、環境にやさしく、エネルギー効率を向上で
きるため、新しいエネルギー源として注目を集めている。
【０００４】
　現在、広く使用される二次電池の種類としては、リチウムイオン電池、リチウムポリマ
ー電池、ニッケルカドミウム電池、ニッケル水素電池、ニッケル亜鉛電池などがある。こ
のような単位二次電池セルの作動電圧は約２．５Ｖ～４．２Ｖである。したがって、これ
よりさらに高い出力電圧が要求される場合、複数の二次電池セルを直列接続してバッテリ
ーパックを構成する。また、バッテリーパックに要求される充放電容量によって複数の二
次電池セルを並列接続してバッテリーパックを構成し得る。したがって、前記バッテリー
パックに含まれる二次電池セルの数は、要求される出力電圧または充放電容量によって多
様に設定し得る。
【０００５】
　なお、複数の二次電池セルを直列・並列接続してバッテリーパックを構成する場合、バ
ッテリーパックに含まれた二次電池セルは、電気的かつ機械的に堅固に接続する必要があ
る。したがって、このように二次電池セルの接続が堅固になされるようにする安定的かつ
経済的なバッテリーモジュール集合体用の内部ケース及びバッテリーパックのデザインが
要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、バッテリーモジュール集合体用の
内部ケースを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を達成するため、本発明によるバッテリーモジュール集合体用の内部ケース
は、バッテリーパックに含まれる複数の円筒型二次電池セル（以下、「セル」とする）を
有する４つのバッテリーモジュールが電気的に直列接続されたバッテリーモジュール集合
体用の内部ケースであって、前記バッテリーモジュール集合体の側面のうち、対向する両
側面に接する側面フレームと、前記バッテリーモジュール集合体の上部面に接する上部フ
レームと、前記バッテリーモジュール集合体の電極に電気的に接続され、前記上部フレー
ムの上端に位置した電極ポストと、を含む。
【０００８】
　本発明の一実施例によれば、前記内部ケースは、前記バッテリーモジュール集合体に含
まれたバッテリーモジュールに形成された螺線に、前記側面フレームに形成された穴及び
ねじを用いて結合されることができる。
【０００９】
　本発明の一実施例によれば、前記側面フレームには、前記セルの放熱のための穴が形成
されることができる。
【００１０】
　本発明の一実施例によれば、前記電極ポストは、前記バッテリーモジュール集合体の上
端に連結されたバスバーによって電気的に接続されることができる。
【００１１】
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　本発明の一実施例によれば、前記上部フレームには、取っ手が形成されることができる
。
【００１２】
　本発明の一実施例によれば、前記上部フレームには、バッテリー管理装置が装着される
空間が形成されることができる。
【００１３】
　本発明の一実施例によれば、前記上部フレーム及び前記側面フレームは、高分子物質か
らなることができる。この際、前記高分子物質は、ポリカーボネート（ＰｏｌｙＣａｒｂ
ｏｎａｔｅ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン樹脂（Ａｃｒｙｌｏｎｉｔｒｉ
ｌｅ－Ｂｕｔａｄｉｅｎｅ－Ｓｔｙｒｅｎｅ　ｒｅｓｉｎ）またはハロゲン族元素が含ま
れていないポリカーボネート（ＰＣ）とアクリロニトリル－ブタジエン－スチレン樹脂（
ＡＢＳ）との混合物であり得る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の一側面によれば、複数の二次電池セルを収容する安定的かつ経済的なバッテリ
ーモジュール集合体用の内部ケースを提供することができる。
【００１５】
　本発明の他の側面によれば、内部ケースは前記バッテリーモジュール集合体の横方向及
び縦方向の振動を防止することができる。
【００１６】
　本発明のさらに他の側面によれば、前記バッテリーモジュール集合体で発生した熱が、
内部ケースの上部フレーム上に装着されたバッテリー管理装置に伝達されることを遮断す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本明細書に添付される次の図面は、本発明の望ましい実施例を例示するものであり、発
明の詳細な説明とともに本発明の技術的な思想をさらに理解させる役割をするため、本発
明は図面に記載された事項だけに限定されて解釈されてはならない。
【００１８】
【図１】本発明の一実施例によるバッテリーモジュール集合体用の内部ケースを含むバッ
テリーパックを示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施例による内部ケースを含むバッテリーパックの分解斜視図である
。
【図３】本発明の一実施例による内部ケースがバッテリーモジュール集合体に結合された
様子を示した斜視図である。
【図４】本発明の一実施例による内部ケースがバッテリーモジュール集合体に結合された
状態を示した透視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付された図面を参照して本発明の望ましい実施例を詳しく説明する。これに先
立ち、本明細書及び請求範囲に使われた用語や単語は通常的や辞書的な意味に限定して解
釈されてはならず、発明者自らは発明を最善の方法で説明するために用語の概念を適切に
定義できるという原則に則して本発明の技術的な思想に応ずる意味及び概念で解釈されね
ばならない。したがって、本明細書に記載された実施例及び図面に示された構成は、本発
明のもっとも望ましい一実施例に過ぎず、本発明の技術的な思想のすべてを代弁するもの
ではないため、本出願の時点においてこれらに代替できる多様な均等物及び変形例があり
得ることを理解せねばならない。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施例によるバッテリーモジュール集合体用の内部ケース３０(以
下、「内部ケース」とする)を含むバッテリーパック１を示す斜視図である。
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【００２１】
　図１に示したバッテリーパック１は、自動車、ハイブリッド自動車、電気自動車などに
設けられ得る自動車用バッテリーパックである。
【００２２】
　望ましくは、前記バッテリーパック１の大きさは、自動車用標準バッテリーの規格に準
ずる。したがって、前記バッテリーパック１は、全体的に六面体の形状を有し得る。
【００２３】
　さらに、望ましくは、前記内部ケース３０も、自動車用標準バッテリーの規格に準ずる
大きさを有し得る。しかし、前記バッテリーパック１及び内部ケース３０の大きさは、前
記例に制限されず、実施例によって、横、縦、高さの長さは多様に変更し得る。
【００２４】
　図２は、本発明の一実施例による内部ケース３０を含むバッテリーパック１の分解斜視
図である。
【００２５】
　本発明の一実施例によるバッテリーパック１は、自動車用であって１２Ｖの作動電圧を
有し得る。そして、本発明の一実施例による二次電池セル６２は、３Ｖの作動電圧を有し
得る。したがって、４つのバッテリーモジュール６０は、直列接続されてバッテリーモジ
ュール集合体５０を構成し得る。
【００２６】
　そして、前記バッテリーモジュール集合体５０及び内部ケース３０が、上部パックケー
ス１０と下部パックケース７０との間に介され、バッテリーパック１を構成する。
【００２７】
　以下、前記バッテリーモジュール集合体５０を囲み、前記バッテリーパック１に含まれ
る内部ケース３０について説明する。
【００２８】
　図２を参照すれば、本発明による内部ケース３０は、側面フレーム３１、上部フレーム
３２及び電極ポスト３３を含む。
【００２９】
　前記側面フレーム３１は、前記バッテリーモジュール集合体５０の側面のうち、対向す
る両側面に接する。そして、前記上部フレーム３２は、前記バッテリーモジュール集合体
５０の上部面に接する。したがって、前記内部ケース３０は、前記バッテリーモジュール
集合体５０を囲む形状を有している。
【００３０】
　図３は、本発明の一実施例による内部ケース３０がバッテリーモジュール集合体５０に
結合された様子を示した斜視図である。
【００３１】
　図３を参照すれば、前記内部ケース３０と前記バッテリーモジュール集合体５０とが結
合された様子を確認することができる。
【００３２】
　本発明の一実施例によれば、前記内部ケース３０と前記バッテリーモジュール集合体５
０とは、ねじによって結合される。前記バッテリーモジュール集合体５０に含まれたバッ
テリーモジュール６０には、螺線６８が形成されている。そして、前記側面フレーム３１
には、ねじが通過可能な穴が形成されている。したがって、前記螺線６８と穴に、ねじを
用いて前記内部ケース３０と前記バッテリーモジュール集合体５０とが結合できる。
【００３３】
　本発明の一実施例によれば、前記側面フレーム３１には、前記バッテリーモジュール６
０に含まれた二次電池セルの放熱のための穴が形成されている。
【００３４】
　本発明の一実施例による内部ケース３０は、前記バッテリーモジュール集合体５０の電
極に電気的に接続され得る。また、前記内部ケース３０は、電極ポスト３３を含み、この
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ような電極ポスト３３は、前記上部フレーム３２の上端に位置する。
【００３５】
　前記電極ポスト３３は、バッテリーモジュール集合体５０の高電位端子及び低電位端子
にそれぞれ連結され、前記バッテリーモジュール集合体５０が外部と電気的に接続される
ようにする端子の役割をする。
【００３６】
　図４は、本発明の一実施例による内部ケース３０がバッテリーモジュール集合体５０に
結合された状態を示した透視図である。
【００３７】
　図４を参照すれば、前記バッテリーモジュール集合体５０の上端にバスバー３４が連結
されたことを確認することができる。前記バスバー３４は、前記電極ポスト３３と電気的
に接続できる。
【００３８】
　そして、前記電極ポスト３３は前記バスバー３４に接続されるために、予め設定された
金属板を含み得る。前記金属板と前記バスバー３４とは、ねじによって結合できる。
【００３９】
　図３を再度参照すれば、本発明の一実施例によれば、前記上部フレーム３２には取っ手
３５が形成される。
【００４０】
　前記取っ手３５は、図２に示した前記下部パックケース７０に対する前記バッテリーモ
ジュール集合体５０の収納及び取出し作業を容易にする。
【００４１】
　本発明の一実施例によれば、前記上部フレーム３２には、バッテリー管理装置(Ｂａｔ
ｔｅｒｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｕｎｉｔ、以下、「ＢＭＵ」とする)が設けられる空
間３６が形成されている。前記ＢＭＵは、充放電電流、各二次電池セル６２の電圧または
電流を含む電気的特性値の測定、充放電制御、電圧の平滑化(ｅｑｕａｌｉｚａｔｉｏｎ)
制御、ＳＯＣ(Ｓｔａｔｅ　Ｏｆ　Ｃｈａｒｇｅ)の推定などを含み、当業者の水準で適用
可能な多様な制御機能を行うことができる。
【００４２】
　前記上部フレーム３２及び前記側面フレーム３１は、高分子物質からなり得る。
【００４３】
　本発明の一実施例によれば、前記高分子物質は、ポリカーボネート、アクリロニトリル
－ブタジエン－スチレン樹脂、またはハロゲン族元素が含まれていないポリカーボネート
とアクリロニトリル－ブタジエン－スタイレン樹脂との混合物である。
【００４４】
　本発明によれば、複数の二次電池セルを収容する安定的かつ経済的なバッテリーモジュ
ール集合体用の内部ケースを提供することができる。そして、このような内部ケースは、
前記バッテリーモジュール集合体の横方向及び縦方向の振動を防止可能であり、さらに、
前記バッテリーモジュール集合体で発生した熱が、内部ケースの上部フレーム上に設けら
れたバッテリー管理装置に伝達されることを遮断することができる。
【００４５】
　以上のように、本発明を限定された実施例と図面によって説明したが、本発明はこれに
限定されるものではなく、本発明の属する技術分野で通常の知識を持つ者によって本発明
の技術思想と特許請求の範囲の均等範囲内で多様な修正及び変形が可能であることは言う
までもない。
【符号の説明】
【００４６】
　　１　バッテリーパック
　　１０　上部パックケース
　　３０　内部ケース
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　　３１　側面フレーム
　　３２　上部フレーム
　　３３　電極ポスト
　　３４　バスバー
　　３５　手
　　３６　空間
　　５０　バッテリーモジュール集合体
　　６０　バッテリーモジュール
　　６２　二次電池セル
　　６８　螺線
　　７０　下部パックケース

【図１】 【図２】

【図３】
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